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現代山村における小さな生業の創出活動 
――NPO 法人秩父百年の森と大滝住民が取り組む樹液事業―― 
Creation Activities of Small Business in Modern Mountain 
Village : Sap Project by NPO Chichibu Forest of 100 Years 





This paper elucidates the reason why the environmental NGO at Otaki, Chichibu has 
succeeded in creating sap project notwithstanding that the price of wood has kept coming 
down in Japanese forest industry. Modern forest industry has been driven by pursuing the 
profit from natural resource. On the other hand, the sap project at Otaki, Chichibu-city has 
not only become industrialization but created a new occupation of preserving forests. In 
this paper, this occupation is named ”small business”. 
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ィアが各地で誕生した（たとえば山本 2005; 内山 2001 など）。森林ボランティアとは「森
林所有者とは直接的な利害関係者でない人びとが、危機的な森林の状況に反応し、実際の
森林管理に必要な作業に参加する」人びとである（山本 2003: 16）。2015 年現在の森林ボ
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市が合併し、現在の秩父市が誕生した。小鹿野町と両神村も同年合併し、現在の小鹿野町
となった。秩父の森の構成は秩父市街在住者が 18 人、秩父郡在住者が 8 人、それ以外に埼
玉県内、東京都、千葉県、神奈川県などの在住者が 30 人である。多くの人びとが片道 1
時間以上かけて、樹液事業を含むさまざまな活動に参加している。 



















樹液事業の取り組みは、2004 年に S さんが秩父市商工議会青年部（以下、青年部）で提
案したことによって始まった。当時、青年部は秩父の特産品を使った新しい土産物の開発















地図 1 埼玉県秩父市(太線枠内） 
出典：テクノコ白地図イラストから筆者作成 
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ら産出が始まりどのくらいの期間続くのか、それらは樹種によって違いを生じるのか等々、
基礎的なデータを収集」することができた（田島 2012b: 9）。秩父地域に存在するカエデ
ではオニイタヤカエデという樹種が一番多く、378 本中、本数比で 73.8%、収量比で 84.6%
を占める（田島 2013）。オニイタヤカエデは沢筋や斜面下部の水分の多い環境に良く生育
し、カエデ科の中では最も大きくなる樹種である（田島 2013: 4）。 
S さんはこのような結果から樹液事業の実現を確信した。そこで、S さんは古くからの
知人である秩父市大滝に住む山主の Y さん（67 歳男性）を訪ね、樹液事業の提案をした。
Y さんは賛同し、2012 年に秩父樹液生産協同組合が設立されることとなった。現在の組合










































この条件は「木を枯らさないため」に設定された（田島 2013: 4）。ここから、S さんのか
かわり続けられる樹液事業への理念が現れている。 
次に、樹液採取活動である。作業順序は次のとおりである。まず、9 月～10 月にカエデ





























（2017年 2月 18日、筆者撮影） 
写真2 ポリタンクの交換 
（2017年2月18日、筆者撮影） 
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販売に協力した A さん（69 歳男性、小鹿野町在住）である。なぜ 2 人が「伐らない林業」









Y さんはヒラタケシメジの栽培方法を学び始めて 2 年後に「秩父しめじ茸生産販売組合」
（以下、シメジ組合）に入会させてもらった。その組合では農協に通さずに自分たちで販
売していた。Y さんは、15 歳以上の人びととともに必死になって取り組んだ。そこで Y さ
んは、自分の信念を持って必死に取り組むことの大切さを学び、それは良い勉強になった
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提案はされていなかったため、Y さんは実行することができずにいた。 

















採取した樹液は、秩父観光土産品協同組合（以下、土産品組合）が 1ℓあたり 400 円で買
いとっている。そのうちの 200 円は山主へ、200 円は資材費として樹液組合が受け取って




























































山村の連続性に立って」いるため明確に区別すべきだと指摘している（大野 [1991]2005: 7）。 
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(2) この調査は 2000 年からおこなわれているが「森林づくり活動を自発的におこなう団体」を明確
に定義することは困難で、精密な分析には耐えられないという限界がある（松村 2017）。 
(3) 本章での S さんの聞き取りは 2017 年 4 月 11 日、2017 年 7 月 22 日におこなった。 
(4) 青年部の人びとは現在も樹液を採取し、事業を続けている。 
(5) 2017 年 11 月 20 日、S さんのメールから。 
(6) Y さんの聞き取り調査は 2017 年 4 月 24 日に実施した。以下、この節で引用されるのは同日の Y
さんの語りである。 
(7) 東京大学演習林とは、東京大学の教育研究活動のフィールドで、大滝に約 6000ha の土地を所有
している。そのため、調査実習時に大滝の山主の協力などの連携がある。 
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